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豊
島
幸
大
（
鳥
海
支
団
第
１
分
団　

分
団
長
）
、
佐
藤
貫
一

朗
（
鳥
海
支
団
第
４
分
団　

分
団
長
）
、
鎌
田
敏
（
東
由
利

支
団
本
部　

分
団
長
）
、
遠
藤
典
之
（
東
由
利
支
団
第
３
分

団　

分
団
長
）
、
佐
々
木
隆
（
大
内
支
団
第
５
分
団　

分
団

長
）
、
佐
藤
広
満
（
矢
島
支
団
第
３
分
団　

分
団
長
）
、
小
沼

直
幸
（
鳥
海
支
団
第
５
分
団　

分
団
長
）
、
佐
藤
正
幸
（
由

利
支
団
第
５
分
団　

分
団
長
）
、
岡
本
善
広
（
本
荘
支
団
第

３
分
団　

副
分
団
長
）
、
岸
野
宜
孝
（
岩
城
支
団
第
４
分
団

　

副
分
団
長
）
、
菊
地
三
男
（
大
内
支
団
第
６
分
団　

副
分

団
長
）
、
小
林
正
義
（
本
荘
支
団
第
６
分
団　

副
分
団
長
）
、

豊
島
豊
樹
（
矢
島
支
団
第
５
分
団　

副
分
団
長
）
、
須
田
充

（
本
荘
支
団
第
３
分
団　

副
分
団
長
）
、
佐
藤
秀
樹
（
岩
城

支
団
第
６
分
団
第
２
部　

部
長
）
、
畠
山
誠
（
大
内
支
団
第

１
分
団
第
１
部　

部
長
）
、
佐
々
木
智
也
（
由
利
支
団
第
３

分
団
第
１
部　

部
長
）
、
田
口
忠
（
岩
城
支
団
第
５
分
団
第

３
部　

団
員
）
、
工
藤
三
次
郎
（
東
由
利
支
団
第
２
分
団
第

１
部　

団
員
）
、
佐
々
木
盾
（
西
目
支
団
第
３
分
団
第
２
部

　

団
員
）

佐
藤
治
円
（
本
荘
支
団
本
部　

分
団
長
）
、
大
瀧
浪
雄
（
本

荘
支
団
第
７
分
団
第
５
部　

部
長
）

小
松
榮
（
本
荘
支
団　

副
支
団
長
）
、
高
橋
豊
昭
（
鳥
海
支

団
本
部　

分
団
長
）
、
三
澤
通
（
本
荘
支
団
本
部　

副
分
団

長
）
、
小
松
正
喜
（
本
荘
支
団
本
部　

部
長
）
、
佐
藤
博
樹

（
鳥
海
支
団
第
３
分
団
第
２
部　

班
長
）
、
原
田
俊
孝
（
鳥

海
支
団
第
４
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
工
藤
正
一
（
岩
城
支

団
第
１
分
団
第
１
部　

団
員
）

今
野
強
（
岩
城
支
団　

副
支
団
長
）
、
小
川
明
夫
（
本
荘
支

団
第
７
分
団
第
７
部　

部
長
）
、
佐
藤
俊
司
（
本
荘
支
団
第

６
分
団
第
２
部　

部
長
）
、
佐
藤
敏
美
（
本
荘
支
団
第
７
分

団
第
４
部　

班
長
）
、
三
森
文
男
（
鳥
海
支
団
第
２
分
団
第

１
部　

団
員
）
、
佐
藤
敬
（
鳥
海
支
団
第
４
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
佐
々
木
政
孝
（
本
荘
支
団
第
７
分
団
第
６
部　

団

員
）
、
荘
野
和
浩
（
東
由
利
支
団
第
２
分
団
第
４
部　

団

員
）
、
遠
藤
卓
哉
（
東
由
利
支
団
第
２
分
団
第
１
部　

団

員
）
、
村
上
実
（
鳥
海
支
団
第
６
分
団
第
２
部　

団
員
）
、

太
田
輝
明
（
鳥
海
支
団
第
５
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
村
上

善
直
（
鳥
海
支
団
第
７
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
土
田
武

（
鳥
海
支
団
第
３
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
佐
藤
喜
美
雄

（
鳥
海
支
団
第
２
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
小
松
俊
一
（
東

由
利
支
団
第
２
分
団
第
４
部　

団
員
）
、
大
場
弥
吉
（
鳥
海

支
団
第
４
分
団
第
１
部　

団
員
）
、
三
船
満
（
鳥
海
支
団
第

３
分
団
第
２
部　

団
員
）
、
黒
木
良
孝
（
鳥
海
支
団
第
３
分

団
第
２
部　

団
員
）

本
荘
支
団　

第
３
分
団
、
矢
島
支
団　

第
５
分
団
、
由
利
支

団　

第
１
分
団
、
大
内
支
団　

第
１
分
団
、
大
内
支
団　

第

３
分
団
、
大
内
支
団　

第
５
分
団
、
大
内
支
団　

第
６
分
団
、

西
目
支
団　

第
５
分
団

　

防
火
意
識
の
普
及
と
消
防
関
係

者
の
士
気
の
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

市
消
防
出
初
め
式
が
１
月
５
日
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
市
役
所
前
で
は
、

幼
稚
園
児
な
ど
が
は
し
ご
車
か
ら

下
げ
ら
れ
た
く
す
玉
を
開
い
た
後
、

消
防
団
員
た
ち
に
よ
る
一
斉
放
水

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
児
を
先
頭
に
し
、

消
防
団
員
や
消
防
職
員
お
よ
そ
８

０
０
人
に
よ
る
分
列
行
進
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

カ
ダ
ー
レ
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
永
年
勤
続
者
や
顕
著
な
活
躍

が
あ
っ
た
団
員
、
分
団
を
表
彰
。

　

長
谷
部
市
長
は
「
昼
夜
を
問
わ

な
い
献
身
的
な
活
動
に
、
深
甚
な

る
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
市

民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、

ご
尽
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
式
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

ま
た
周
防
団
長
は
「
今
後
大
き

な
災
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
啓

蒙
活
動
に
励
み
、
郷
土
の
防
人
と

し
て
一
致
団
結
し
地
域
を
守
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
団
員
を
代
表

し
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

地
域
防
災
を
誓
い　
　

新
た
に

市
消
防
出
初
め
式

心

永
年
勤
続
功
労
章
（
40
年
以
上
）

永
年
勤
続
章
（
35
年
以
上
）

永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
）

無
火
災
表
彰
（
分
団
：
３
年
）

有
功
章

表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

永
年
勤
続
な
ど
で
表
彰
さ
れ
た
団

員
を
紹
介
し
ま
す
。（
抜
粋
・
敬
称
略
）

雪が吹き付ける中、分列行進
を点検する長谷部市長と周防
消防団長

ちびっこ消防団も元気に行進
しました 雪が降りしきる中、足並みをそろえ行進する消防団員たち

永
年
勤
続
退
職
団
員
に
感
謝

状
を
贈
呈
す
る
長
谷
部
市
長

Ｑ　消防団ってどんな人の集まりなの？
Ａ　「消防団」というと、消火活動を想像
される方も多いと思います。しかし、その
ほかにもさまざまな活動を行っています。
　災害時の救助活動や水防活動のほか、日
常では学校などで防災活動や救命講習会を
行うなど、地域のみなさんに火災や災害に
対する啓発活動をすることも消防団の大切
な仕事です。

Ｑ　消防署と消防団ってどう違うの？
Ａ　消防署は職員が消防署に常駐して消防
防災活動に従事しています。
　これに対し消防団は、それぞれ普段は自
分の仕事を持つ方が団員として活動する、
非常勤の公務員です。火災や大規模災害が
起きれば、自宅や職場から現場に駆けつけ、
対応に当たります。
　消防団員の強みは、ほとんどの場合が地
元の方であることです。地形や道路状況、
地域事情に精通し、いざという時の機動力
が期待されています。

Q　消防団にはどんな人が入れるの？
Ａ　市で設置する「由利本荘市消防団」に
は、本部と市内各地域に８支団があり、
1600人以上の方が活躍しています。
【入団資格】　
市内に在住・在勤する18歳以上の方
【身分など】　非常勤特別職の地方公務員
となります。活動状況に応じ、報酬・手当
などが支給されます

◇女性や学生も大歓迎です！
　消防団では、女性団員も活躍しています。
災害の啓発活動などでは「女性の消防団員
だから小さな事でも相談できた」という声
もあり、女性ならではの仕事もたくさんあ
ります。
　また「学生時代に何かに打ち込みたい」
といった学生も大歓迎です。市では、就職
活動の自己ＰＲに役立ててもらえるよう、
大学生や専門学校生で１年以上消防団に所
属した方に「市学生消防団活動認証状」を
発行しています。
　地域との関わりが深まるのも消防団に所
属する醍醐味の一つ。少しでも興味があれ
ば、お気軽にご相談ください。

【入団の相談・問い合わせ先】
消防本部総務課　☎２２―４２８２、または各消防団（各総合支所振興課）

消防団員に
なりませんか？

消防・防災の要、

女性・学生団員
による啓発活動
（市内保育園で）



市議会定例会本会議（開会）
市議会全員協議会
市民生委員・児童委員委嘱辞令伝達式並びに退任感謝
状贈呈式
五役会議
市議会定例会本会議（一般質問）
市議会定例会本会議（一般質問）
本荘あきぎん会総会懇親会
現場視察（民俗芸能伝承館「まいーれ」建設現場）
石脇地区行政懇談会・懇親会
齋藤作圓氏 旭日双光章・農事功績「紫白綬有功章」の
受章を祝う会
石沢財産区 山林祭
市まちづくり協議会連絡会議・懇親会
（本荘地域）中央ブロック地区懇談会・懇親会
市議会定例会本会議（閉会）
市議会全員協議会
五役会議
ＪＡ秋田しんせい 地域振興寄付金贈呈式
県市長会永年勤続職員表彰伝達式
市商工業振興懇談会・懇親会
鳥海山・飛島ジオパーク構想推進協議会総会（遊佐町）
鳥海山・飛島ジオパーク 日本ジオパーク認定記念フォ
ーラム・祝賀会（遊佐町）
石脇財産区議会定例会
平成29年度予算に対する市議会各会派提言
本荘由利広域市町村圏組合議会定例会
総合支所 訓辞
仕事納め訓辞
五役・部長・支所長会議
市内あいさつ廻り

12月1日㈭

2日㈮

5日㈪
6日㈫

7日㈬

9日㈮
10日㈯

11日㈰

12日㈪
13日㈫
14日㈬

16日㈮

19日㈪

21日㈬

22日㈭

26日㈪

27日㈫

28日㈬

由利高校全日本バレーボール高等学校選手権大会
出場記念祝賀会及び壮行会会費（　阿部副市長）
本荘あきぎん会総会懇親会会費
石脇地区行政懇談会懇親会へ寸志
齋藤作圓氏旭日双光章・農事功績「紫白綬有
功章」の受章を祝う会会費
市まちづくり協議会連絡会議懇親会会費
中央ブロック地区懇談会懇親会へ寸志
市商工業振興懇談会懇親会会費
鳥海山・飛島ジオパーク認定記念祝賀会会費
ＮＨＫ放送センター表敬時特産品お土産
小池新市氏瑞宝単光章受章記念祝賀会会費
（　阿部副市長）

6,000

5,000
3,450

6,000

4,000
3,479
3,000
5,000
2,328

10,000

48,257

※市ホームページ「市長室からこんにちは」もご覧ください

◆市長交際費の報告

副市長交際費執行状況

（１）弔　事

（２）会費等 （円）

（円）

（円）
○：代理出席代

合　計

支出日 支出額支　出　内　容

支出日 支出額支　出　内　容

支出額
149,500

件　　　　　数
５　件

○代

合　計

合　計

12月11日

19日

12,000

6,000
18,000

※

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
長
の
フ
ォ
ト
・
ダ
イ
ア
リ
ー
」
も
ご
覧
く
だ
さ
い

齋藤作圓氏旭日双光章・農事功績「紫白綬有功章」
の受章を祝う会会費（両副市長出席6,000円×２）
市商工業振興懇談会懇親会会費（両副市長出席3,000円×２人）

9 Yurihonjo city public Relations. 2017 8広報ゆりほんじょう 平成29年２月１日号

◆「市長の行動」報告（12月分）

12月3日

7日
10日

11日

13日
14日
19日
21日
22日

23日 ○代

「
新
山
神
社
裸
ま
い
り
」　

参
道
を
駆
け
上
が
り
、
五
穀
豊
穣
な
ど
祈
願

大
内
新
春
書
き
初
め
大
会　

こ
と
し
の
抱
負
を
筆
に
込
め
て

　

「
新
山
神
社
裸
ま
い
り
」
の

参
加
者
募
集
と
観
客
誘
致
、
県

立
大
学
生
の
社
会
参
画
を
図
ろ

う
と
「
裸
ま
い
り
を
応
援
し
よ

う
！
」
（
同
実
行
委
員
会
主

催
）
と
銘
打
っ
た
イ
ベ
ン
ト
が

１
月
15
日
、
石
脇
通
り
な
ど
を

会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
蔵
の
市
が
復

活
。
地
元
業
者
に
よ
る
お
菓
子

や
み
そ
、
し
ょ
う
ゆ
、
う
ど
ん

な
ど
の
販
売
が
行
わ
れ
、
地
場

産
品
を
買
い
求
め
る
裸
ま
い
り

の
見
物
客
な
ど
多
く
の
人
で
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

蔵
の
市
が
復
活
！　

「
裸
ま
い
り
を
応
援
し
よ
う
！
」

　

毎
年
恒
例
の
大
内
新
春
書
き

初
め
大
会
が
１
月
13
日
、
大
内

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
地
域
の
小
中
学
生

と
書
道
愛
好
者
合
わ
せ
て
54
人

が
集
い
、
引
き
締
ま
っ
た
表
情

で
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
学
年
ご
と
に
決
め
ら

れ
た
「
進
む
勇
気
」
「
美
し
い

心
」
な
ど
の
課
題
と
向
き
合
い
、

大
人
は
各
自
好
き
な
テ
ー
マ
を

設
定
し
て
書
き
初
め
に
臨
み
ま

し
た
。
参
加
者
は
お
手
本
を
横

目
に
一
画
一
画
慎
重
に
筆
を
運

び
、
書
き
上
が
っ
た
も
の
を
何

度
も
見
比
べ
て
一
番
良
い
作
品

を
選
ん
で
い
ま
し
た
。

　

今
回
初
め
て
参
加
し
た
鈴
木

初
佳
さ
ん
（
岩
谷
小
１
年
）
は

「
学
校
で
は
ま
だ
や
っ
て
い
な

い
の
で
、
筆
で
自
分
の
名
前
も

入
れ
て
ち
ゃ
ん
と
書
い
た
の
は

初
め
て
。
筆
に
墨
を
付
け
る
量

が
難
し
か
っ
た
け
ど
、
上
手
に

書
け
た
と
思
う
」
と
満
足
そ
う

な
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

修
験
道
の
荒
行
が
形
を
変
え

て
伝
承
さ
れ
た
と
い
う
「
裸
ま

い
り
」
が
１
月
15
日
、
石
脇
地

区
の
新
山
神
社
周
辺
で
行
わ
れ
、

地
元
８
町
内
と
１
事
業
所
の
約

２
３
０
人
が
伝
統
の
荒
行
に
挑

み
ま
し
た
。

　

水
ご
り
で
体
を
清
め
た
若
衆

た
ち
は
、
白
鉢
巻
き
に
白
腹
巻

き
、
白
足
袋
に
わ
ら
じ
姿
で
酒

や
餅
、魚
な
ど
を
担
ぎ
、山
頂
に

あ
る
新
山
神
社
を
目
指
し
ま
し

た
。寒
風
や
雪
が
吹
き
付
け
る
中
、

体
を
赤
く
し
な
が
ら
も
「
ジ
ョ

ヤ
サ
、
ジ
ョ
ヤ
サ
」
と
力
強
い

掛
け
声
で
参
道
を
駆
け
上
が
り
、

本
殿
に
到
着
す
る
と
供
え
物
を

奉
納
し
て
五
穀
豊
穣
や
家
内
安

全
な
ど
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

祈
願
後
、
若
衆
た
ち
が
餅
や

ミ
カ
ン
を
ま
く
と
、
縁
起
物
を

求
め
て
詰
め
掛
け
た
観
客
か
ら

歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

子
牛
の
初
競
り　

平
均
取
引
価
格
が
過
去
最
高
を
更
新　

 
最
高
入
札
額
は
本
市
農
家
の
子
牛
に

　

あ
き
た
総
合
家
畜
市
場
の
初

競
り
が
１
月
11
日
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
平
均
取
引
価
格
は
88
万

６
８
６
８
円
で
、
昨
年
11
月
に

記
録
し
た
過
去
最
高
額
・
平
均

価
格
87
万
４
１
５
０
円
を
上
回

り
、
好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

　

初
競
り
に
は
県
内
の
繁
殖
農

家
が
２
８
５
頭
を
上
場
。
こ
の

う
ち
２
８
２
頭
が
、
県
内
外
か

ら
訪
れ
た
購
買
者
に
競
り
落
と

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
最
高
価
格
で
競
り

落
と
さ
れ
た
の
は
、
東
由
利
地

域
の
繁
殖
農
家
が
上
場
し
た
去

勢
牛
で
１
３
０
万
３
５
６
０
円
。

市
の
農
家
に
と
っ
て
、
明
る
い

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
秋
田
由
利
牛
の
振

興
と
消
費
拡
大
を
目
指
し
、
繁

殖
素
牛
の
増
頭
な
ど
を
後
押
し

し
て
い
き
ま
す
。

第
60
回
日
本
学
生
科
学
賞
で　

 

大
内
中
科
学
部
が
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞

　

理
科
教
育
に
基
づ
く
中
学
・

高
校
生
の
公
募
コ
ン
ク
ー
ル
と

し
て
国
内
で
最
も
伝
統
と
権
威

の
あ
る
「
日
本
学
生
科
学
賞
」

の
中
央
審
査
で
、
大
内
中
学
校

（
秋
山
正
毅
校
長
）
科
学
部
の

研
究
「
紙
風
船
は
た
た
く
と
な

ぜ
ふ
く
ら
む
か
」
が
最
終
審
査

に
進
出
し
、
全
体
で
２
番
目
と

な
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

部
員
ら
７
人
は
１
月
11
日
、

秋
山
校
長
、
顧
問
の
佐
藤
由
美

教
諭
と
共
に
市
役
所
を
訪
れ
、

長
谷
部
市
長
と
佐
々
田
教
育
長

に
受
賞
を
報
告
。
研
究
の
中
心

だ
っ
た
遠
藤
諒
君
（
２
年
）
は

「
表
彰
台
に
上
が
っ
て
は
じ
め

て
受
賞
で
き
た
と
い
う
実
感
が

湧
き
ま
し
た
。
来
年
度
も
中
央

審
査
に
い
け
る
よ
う
、
今
ま
で

先
輩
た
ち
が
培
っ
て
き
た
成
果

を
生
か
し
て
こ
れ
か
ら
も
研
究

に
臨
ん
で
い
き
ま
す
」
と
今
後

の
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
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市 政 情 報

市政情報

　

４
月
16
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

市
長
選
挙
と
、
同
時
執
行
す
る
市

議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立
候
補
手

続
き
な
ど
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た
は
そ
の

代
理
人
は
、
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
14
日
㈫

○
市
長
選
挙　

10
時
〜

○
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙　

13
時
半
〜

会
場　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
４
階

　

第
５
会
議
室

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

☎
24―

６
３
８
６

問
い
合
わ
せ
先

各
学
童
ク
ラ
ブ
、

ま
た
は
子
育
て
支
援
課

☎
24―

６
３
１
９

問
い
合
わ
せ
先

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局　

☎
24―

６
３
９
０

本会議
（開会、議案の説明）

本会議
（一般質問、議案質疑）

本会議（質疑、討論、
採決、閉会）

本会議（一般質問）

10時

本会議
開会時刻

内容期日

10時

９時半

各委員会

２月16日㈭

２月24日㈮

３月８日㈬

２月22日㈬・
　　23日㈭

２月27日㈪・28日㈫
３月２日㈭・３日㈮

　

就
労
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
が

昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生
が
対

象
で
す
。             

対
象
の
児
童　

新
山
・
鶴
舞
・
尾

　

崎
・
子
吉
・
小
友
・
石
沢
小
学

　

校
の
児
童

実
施
日
と
利
用
料

平
日
の
授
業
終
了
後　

２
０
０
円

土
曜
日
・
学
校
の
休
校
日
・

夏
冬
春
の
休
業
期
間

　
　
　
　
　
　
　
　

    

５
０
０
円

※

そ
の
他
、
協
力
金
と
冷
暖
房
費

　

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
各
学

　

童
ク
ラ
ブ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

申
し
込
み
方
法

○
保
育
園
在
園
児…

各
園
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
各
園

　

に
提
出

○
幼
稚
園
在
園
児…

各
園
に
あ
る

　

申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指
定

　

の
ク
ラ
ブ
か
子
育
て
支
援
課
に

　

締
め
切
り
ま
で
提
出

○
在
宅
児…

子
育
て
支
援
課
に
あ

　

る
申
込
用
紙
に
記
入
の
上
、
指

　

定
の
ク
ラ
ブ
か
子
育
て
支
援
課

　

に
締
め
切
り
ま
で
提
出

○
小
学
生…

新
規
・
継
続
と
も
指

　

定
の
ク
ラ
ブ
に
提
出

申
込
期
限　

２
月
17
日
㈮

本
荘
地
域
の
学
童
ク
ラ
ブ

　
（
）内
は
ク
ラ
ブ
が
指
定
す
る

児
童
の
学
校
名
で
す
。

○
石
脇
学
童
ク
ラ
ブ
（
新
山
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
24―

１
３
４
５

○
つ
る
ま
い
学
童
ク
ラ
ブ（
鶴
舞
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
28―

５
６
２
５

○
尾
崎
児
童
ク
ラ
ブ
（
尾
崎
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
28―

５
５
７
０

○
子
吉
学
童
ク
ラ
ブ
（
子
吉
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
23―

０
１
９
１

○
小
友
学
童
ク
ラ
ブ
（
小
友
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
22―
３
５
３
２

○
石
沢
児
童
ク
ラ
ブ
（
石
沢
小
）

　
　
　
　
　
　

☎
29―

２
１
０
４

※

新
山
小
・
鶴
舞
小
・
尾
崎
小
の

　

申
し
込
み
受
け
付
け
は
午
後
の

　

み
で
す
。

　
　
　
　

◇
本
荘
地
域
以
外
の
学
童

　
　
　
　

保
育
に
つ
い
て
は
、
各
総

　
　
　
　

合
支
所
市
民
福
祉
課
ま
た

　
　
　
　

は
各
学
童
ク
ラ
ブ
に
お
問

　
　
　
　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

本
荘
地
域
・
学
童
保
育

来
年
度
の
受
け
付
け
を
開
始

「
市
長
選
挙
」・

「
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
」

立
候
補
届
出
説
明
会
を
開
催

市政情報

　

会
期
や
日
程
は
今
後
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
傍
聴
の
際

な
ど
は
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

会
期　

２
月
16
日
㈭
〜

　
　
　
　
　
　
　
　

 

３
月
８
日
㈬

※

２
月
３
日
㈮
ま
で
に
受
理
す
る

　

請
願
、
陳
情
を
今
定
例
会
で
審

　

議
す
る
予
定
で
す
。 第

１
回
「
市
議
会
定
例
会
」

会
期
日
程
（
予
定
）
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

市政情報

４月１日から雇用する嘱託・臨時職員の募集要項をお知らせします。
詳しくはハローワークに備え付けの募集要項でご確認ください。
（特に記載のないものは臨時職員。重複しての応募はできません）

３人
１人
１人
１人
９人
１人
１人
１人
２人

13人

５人

１人

２人

１人

１人

１人
２人
２人

１人

１人

校内外の環境整備（軽微な修繕、清掃、草刈りほか）
・外勤など
校内用務（印刷、清掃をはじめとした環境整備、接
客などの雑務）など
学校または給食センターでの給食調理業務など

臨時教諭（預かり保育、クラス担任補助）

通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生
徒の生活支援
通常学級に在籍する特別な支援を必要とする児童生
徒の学習・生活支援
学校図書館業務（貸し出し、図書整備、レファレン
スサービスほか）の支援・補助など
学校給食の栄養士業務（給食事務補助など）

適応指導・教室指導補助

図書の貸出・返却、レファレンスなどのサービス業
務ほか
公民館所管事務の事務補助など

館内事務、受付、環境整備など

施設の保守維持管理・環境整備など

図書の貸し出し、管理施設内外の環境整備など

本荘地域
矢島地域
本荘地域
東由利地域
本荘地域
矢島地域
岩城地域
西目地域（西目学校給食センター）
西目幼稚園

市内小中学校

市内小中学校のいずれか複数校

市教育研究所（カダーレ内）

岩城図書館

南内越公民館
西目公民館シーガル
民俗芸能伝承館まいーれ

本荘由利総合運動公園

東由利公民館　有鄰館
（総合開発センターを含む）

教育総務課　☎３２－１３１６
矢島教育学習課　☎５６－２２０３
教育総務課　☎３２－１３１６
東由利教育学習課　☎６９－２３１０
教育総務課　☎３２－１３１６
矢島教育学習課　☎５６－２２０３
岩城教育学習課　☎７３－２４６８
教育総務課　☎３２－１３１６
学校教育課　☎３２－１３３０

ウェーブ岩城　☎７３－３６１２

本荘教育学習課　☎２２－０９００
西目教育学習課　☎３３－２３１５
鳥海教育学習課　☎５７－２８８１

スポーツ課　☎３２－１３３４

東由利教育学習課　☎６９－２３１０

４月１日から
６カ月間

４月１日から
１年間

４月１日から
６カ月間

普通自動車運転免許（AT限定不可）必須。危険物取扱者乙種４
類免許を所有し、刈り払い機の使用経験があることが望ましい
普通自動車運転免許必須

調理業務経験があることが望ましい

幼稚園教諭および保育士資格必須（平成29年３月卒業予定で幼
稚園教諭および保育士資格取得見込みの者も含む）
普通自動車運転免許必須

普通自動車運転免許必須
教員免許必須
普通自動車運転免許必須
ワード、エクセルなどパソコン操作ができること
栄養士資格必須
業務経験者であることが望ましい
特になし

普通自動車運転免許必須
ワード、エクセルなどパソコン操作ができることが望ましい

普通自動車運転免許（AT限定不可）必須
刈り払い機の使用経験があることが望ましい

普通自動車運転免許必須
ワード、エクセルなどパソコン操作ができることが望ましい

週５日勤務（38時間45分）

週５日勤務（29時間。年　　間185日以内）

週５日勤務（29時間。年　　間185日以内）

週５日勤務（28時間45分。　年間200日以内）

週２～３日（１日７時間　　45分。年間120日程度）

週４日勤務（23時間）
学校の長期休業期間は、　　数日の勤務
週５日（38時間45分。土　　日勤務有り。シフト制）

週５日勤務（38時間45分）
週５日勤務（38時間45分）
週５日勤務（38時間45分）
※土日・祝日勤務あり。　　シフト制
週５日勤務（38時間45分
※土日・祝日勤務あり。　　
　　　　　　　シフト制　（ただし、12月～３月は雇用なし）
週５日勤務（38時間45分）

学校校務員

学校給食調理員

西目幼稚園

学校生活サポート
【生活支援】（嘱託）
学校生活サポート
【学習支援】（嘱託）
学校司書（嘱託）

学校栄養士（非常勤）

適応指導教室補助員

司書

事務補助員

施設管理人

職　　種 主　　な　　勤　　務　　内　　容 募集人数 施　設　名・勤　務　地 勤　　務　　時　　　間　　な　　ど 応　　　　募　　　　資　　　　格 問　い　合　わ　せ　先雇用期間（更新可）

受け付け期間　２月１日㈬～２月10日㈮までの平日８時半～17時15分（土日・祝日除く）
応募方法　ハローワークで発行する紹介状と市専用の履歴書を教育総務課（西目総合支所２階）に提出してください。
※応募資格に「普通自動車運転免許」とある場合は、取得後１年以上の運転経験が必要です。

市の臨時職員を募集します市の臨時職員を募集します市の臨時職員を募集します

週５日勤務（38　　　　　　　　　  時間45分。早番、遅番、
土曜勤務有り）

司書または司書補資格がある方が望ましい
普通自動車運転必須
ワード、エクセルなどパソコン操作ができることが望ましい
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市
の
各
種
無
料
相
談

市
民
相
談
員
に
よ
る
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

毎
週
木
曜
日　

13
時
15
分
〜

　

17
時

会
場　

市
役
所
市
民
相
談
室

行
政
相
談
・
人
権
困
り
ご
と
相
談

日
時　

２
月
８
日
㈬　

９
時
半
〜
11

　

時
半

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

２
月
14
日
㈫　

10
時
〜
15
時

　

 （
予
約
２
月
１
日
９
時
か
ら
）

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

公
証
人
に
よ
る
無
料
相
談
（
要
予
約
）

日
時　

２
月
22
日
㈬　

９
時
半
〜
正

　

午
（
予
約
２
月
１
日
９
時
か
ら
）

会
場　

市
役
所
第
６
会
議
室

内
容　

遺
言
、
相
続
、
任
意
後
見
契

　

約
な
ど
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
員
に
よ
る
相
談

　

強
引
な
訪
問
販
売
や
、
通
信
販
売

で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
な
副
業
サ
イ

ト
な
ど
消
費
に
関
す
る
こ
と
で
困
っ

た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

　

９
時
〜
16
時

会
場　

市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民

　

相
談
室　

☎
24―

６
２
５
１

無
料
調
停
相
談
会

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

日
時　

２
月
16
日
㈭　

10
時
〜
15
時

会
場　

本
荘
簡
易
裁
判
所　

２
階
調

　

停
相
談
室　

内
容　

金
銭
・
土
地
・
建
物
・
交
通

　

事
故
・
家
庭
（
夫
婦
、
親
子
関
係
、

　

離
婚
、
相
続
）
の
問
題
な
ど　

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
調
停
協
会
事

　

務
局
（
本
荘
簡
易
裁
判
所
内
）　

　

☎
22―

３
９
１
６

困
り
事
や
心
配
事
あ
り
ま
せ
ん
か

 「
障
が
い
児
者
相
談
会
」
を
開
催

　

障
が
い
の
あ
る
方
や
ご
家
族
の
ご

相
談
に
専
門
相
談
員
が
応
じ
ま
す
。

費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

日
時　

２
月
19
日
㈰　

13
時
半
〜
15

　

時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
容　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
、
就

　

業
相
談
、
権
利
擁
護
、
余
暇
の
利

　

用
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

基
幹
相
談
支
援
セ

　

ン
タ
ー　

三
浦
さ
ん　

☎
74―

３

　

６
１
４

秋
田
県
最
低
賃
金

総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー　

無
料
相
談
会

　

社
会
保
険
労
務
士
が
労
務
や
経
営

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約

可
）

日
時　

２
月
４
日
㈯　

９
時
〜
17
時

　

 （
原
則
１
時
間
以
内
）　

会
場　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　

第
１

　

会
議
室

対
象　

中
小
企
業
の
事
業
主
な
ど

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

秋
田
県
最

　

低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　

 （
秋
田
県
社
会
保
険
労
務
士
会
内
）

　

☎
０
１
２
０―

６
９
５―

７
８
３
、

　

ま
た
は
０
１
８―

８
６
５―

５
３

　

３
５

■由利本荘市歩こう会　各種催し
 【市民健康ウオーキング教室】
◇日時…２月11日㈯　13時
半～15時半　◇会場…カダー
レギャラリー　◇内容…ウ
オーキング後に足の疲れを
取るマッサージとストレッ
チなど　◇参加料…無料　
◇持ち物…シート、タオル、
運動できる服装
 【市民健康スノートレッキング】
◇日時…２月５日㈰　10時
～　◇集合場所…鳥海高原
南由利原スノーモービルラ
ンド　※鶴舞会館裏・本荘
公園第一駐車場から現地ま
で送迎も可（９時集合）　
◇内容…スノーモービルの
乗車ほか、南由利原大谷地
池をスノーシューで歩きま
す　◇参加料…２０００円
（スノーシュー、昼食、保
険料など）　◇持ち物…寒
くない服装、長くつかト
レッキングシューズなど　
◇申込期限…２月２日㈭
 【鳥海法体の滝スノートレッキング】
◇日時…２月12日㈰　10時
～　◇集合場所…鳥海百宅浄
水場（弘法平前）　※鶴舞会
館裏・本荘公園第一駐車場
から現地まで送迎も可（８
時半集合）　◇内容…弘法平
～法体の滝をスノーシュー
で歩行。鳥海荘での入浴・
昼食（自己負担あり）　◇参
加料…２５００円（スノー
シュー、交通費、保険料な
ど）　◇持ち物…寒くない
服装、長くつかトレッキン
グシューズなど　◇申込期
限…２月８日㈬
申込  問 …由利本荘市歩こ
う会　冨樫さん　☎０９０
―２２７９―４５２１

■ 「スローペース」に
　参加しませんか
　同じ思いの仲間とお茶を
飲んだり、お話をして楽し
い時間を過ごしませんか。
（申し込み不要）
◇日時…２月18日㈯　10時
半～ 15時　◇会場…鶴舞会
館３階　学習室　◇対象…
こころに問題を抱えている
方　◇参加料…１００円（お
茶代）
問 …精神福祉保健ボラン
ティア「ティーカップ」事
務局　☎０９０―４０４９―
３１８１

■ 「ひなた」に参加しませんか
◇日時…２月８日㈬・23日
㈭　13時半～ 16時半（遅
刻早退かまいません）　◇会
場…カダーレ「和室」　◇対
象…ひきこもりなど、人間
関係で足踏みしている方
問 …三浦さん　☎２３―２
１９２、福祉支援課　☎２
４―６３１５

■本荘地域のミニチャレンジデー
　尾崎スポーツクラブとさ
まざまな種目に親しみま
しょう。体育館用の運動靴
を持って、運動できる服装
でお越しください。
◇日時・内容… 20日㈪　８
人制バレーボール、21日㈫　
卓球、ミニテニス、22日㈬
　ミニテニス、23日㈭　バ
スケットボール、24日㈮　
バドミントン、25日㈯　９
人制バレーボール　19時～
◇会場…尾崎小体育館　◇参
加料…無料
問  …本荘教育学習課　☎２
２－２６７３

　市では、２月中旬からマイナン
バーカード（個人番号カード）所
有者を対象に、全国のコンビニエ
ンスストアで、住民票など市で発
行する証明書を交付するサービス
の開始を予定しています。
　コンビニで証明書などの交付を行うためには、マイナ
ンバーカードが必要です。利用を予定される方はぜひご
申請ください。なお、カードの交付には１カ月程度時間
がかかります。
※ 「コンビニでの証明書などの交付」について詳しくは、
　本紙２月15日号でお知らせします。
問い合わせ先　市民課住民記録班　☎２４―６２４３

相　

談

全国のコンビニで住民票などが
交付できるようになります

県
内
就
職
者
向
け
の

 「
奨
学
金
返
還
助
成
」
申
請
を
募
集

　

若
者
の
県
内
定
着
促
進
・
県
内
産

業
の
次
代
を
担
う
人
材
確
保
の
た
め
、

平
成
29
年
度
に
県
内
企
業
な
ど
に
就

職
す
る
新
卒
者
な
ど
を
対
象
に
、
奨

学
金
の
返
還
を
助
成
し
ま
す
。
３
年

間
で
、
最
大
60
万
円
の
助
成
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

４
月
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま

す
の
で
、
助
成
を
希
望
の
方
は
、
募

集
要
項
で
助
成
要
件
を
ご
確
認
の
上
、

期
限
内
に
「
助
成
対
象
者
の
認
定
申

請
」
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

募
集
要
項
の
配
布
先　

県
人
口
問
題

　

対
策
課
、
各
地
域
振
興
局
、
市
学

　

校
教
育
課
、
ま
た
は
各
教
育
学
習

　

課

※

募
集
要
項
は
、
秋
田
県
就
活
情
報

　

サ
イ
ト
Ｋ
ｏ
ｃ
ｃ
ｈ
Ａ
ｋ
ｅ
! （
こ
っ

　

ち
ゃ　

け
）
で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
人
口
問

　

題
対
策
課　

☎
０
１
８―

８
６
０

　

―

３
７
５
１

県
立
大
「
科
目
等
履
修
生
・
聴
講
生
」
募
集

　

来
年
度
前
期
（
４
月
〜
９
月
）
の

科
目
等
履
修
生
（
単
位
取
得
可
）
と

聴
講
生
（
授
業
の
聴
講
可
・
単
位
取

得
は
不
可
）
を
募
集
し
ま
す
。

費
用　

　

①
入
学
検
定
料
＝
９
８
０
０
円

　

②
入
学
料
＝
２
万
８
２
０
０
円

　

③
１
単
位
科
目
当
た
り
授
業
料
＝

　
　

科
目
等
履
修
生
１
万
４
８
０
０

　
　

円 

・
聴
講
生
７
４
０
０
円

※
以
前
に
科
目
等
履
修
生
、
聴
講
生

　

だ
っ
た
人
は
①
と
②
が
免
除
さ
れ

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

２
月
10

　

日
㈮
ま
で
、
県
立
大
学
本
荘
キ
ャ

　

ン
パ
ス　

☎
27―
２
０
０
０

赤
田
市
民
農
園　

利
用
者
募
集

場
所　

赤
田
・
五
峰
苑
内
（
赤
田
字

　

上
田
表
86
番
地
外
）

募
集
区
画　

３
区
画
（
先
着
順
）　

使
用
料　

３
０
９
０
円
／
年

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

赤
田

　

東
光
館　

☎
23―

２
８
８
２

 「
公
共
職
業
訓
練
」
訓
練
生
募
集

訓
練
科
・
定
員　

機
械
加
工
技
術
科

　

 （
15
人
）、
電
気
設
備
技
術
科
（
15

　

人
）、
ビ
ル
管
理
技
術
科
（
15
人
）

訓
練
期
間　

４
月
４
日
㈫
〜
９
月
29

　

日
㈮　

９
時
20
分
〜
15
時
40
分

会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
秋
田　

対
象　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し

　

込
み
を
し
、
技
術
・
技
能
を
身
に
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つ
け
再
就
職
を
希
望
す
る
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

申
し
込
み
先　

２
月
１
日
㈬
〜
２
月

　

28
日
㈫
ま
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
本

　

荘　

☎
22―

３
４
２
１
、
ま
た

　

は
県
内
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

問
い
合
わ
せ
先　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

秋
田　

☎
０
１
８―

８
７
３―

３

　

１
７
８

人
権
擁
護
委
員
の
委
嘱
発
令

　

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
地

域
の
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し

て
全
国
の
市
町
村
で
活
動
し
て
い
ま

す
。
本
市
を
担
当
す
る
委
員
と
し
て

１
月
１
日
付
け
で
次
の
方
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た
。

佐
藤
寛
さ
ん
（
再
任
）　

本
荘
地
域

問
い
合
わ
せ
先　

市
民
課
市
民
相
談

　

室　

☎
24―
６
２
５
１

農
業
者
に
対
す
る

 「
収
入
保
険
制
度
」
が
導
入
さ
れ
ま
す

　

政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活

力
創
造
本
部
で
、
青
色
申
告
を
行
な

う
農
業
者
を
対
象
と
し
た
収
入
保
険

制
度
の
導
入
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
入
保
険
制
度
は
、
農
産
物
の
品

目
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
、
収
入
減
少

　

  「
お
知
ら
せ
」
に
は
、
主
催
団
体
な
ど
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
の
承
認
を
得
た
内
容
の
記
事

を
掲
載
し
ま
す
。
掲
載
を
希
望
の
際
は
、
各
担
当
課
へ
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 （
記
事
の
締
め
切
り
は
発
行
日
の
約
20
日
前
。
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
。）

◇
掲
載
基
準　

…

募　

集

そ
の
他

を
補
塡
す
る
仕
組
み
で
す
。
自
然
災

害
に
よ
る
収
量
減
少
だ
け
で
な
く
、

価
格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減
少

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

制
度
の
主
な
内
容

対
象　

青
色
申
告
を
行
っ
て
い
る
農

　

業
者
（
個
人
・
法
人
）

補
填
さ
れ
る
額　

当
年
の
収
入
が
基

　

準
収
入
の
９
割
（
５
年
以
上
の
青

　

色
申
告
実
績
が
あ
る
場
合
）
を
下

　

回
っ
た
場
合
に
、
下
回
っ
た
額
の

　

９
割
（
支
払
率
）
を
補
塡
し
ま
す

加
入
の
方
法　

農
業
者
は
、
保
険
料

　

 

・
積
立
金
を
支
払
っ
て
加
入
し
ま

　

す
（
任
意
加
入
）

加
入
に
は
青
色
申
告
が
必
要
で
す

　

政
府
は
平
成
29
年
通
常
国
会
で
の

法
案
提
出
と
、
平
成
30
年
秋
（
31
年

産
）
か
ら
の
加
入
申
請
受
け
付
け
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

収
入
保
険
制
度
に
加
入
す
る
に
は
、

平
成
30
年
の
２
〜
３
月
に
平
成
29
年

分
の
農
業
所
得
に
つ
い
て
青
色
申
告

を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
収
入
保
険
制
度
へ
の

加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
平
成
29

年
３
月
15
日
ま
で
に
最
寄
の
税
務
署

に
「
青
色
申
告
承
認
申
請
書
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

東
北
農
政
局
秋
田

　

県
拠
点
地
方
参
事
官
室　

☎
０
１

　

８―
８
６
２―

５
６
１
１

 「
新
潟
県
糸
魚
川
市
大
規
模
火
災
」

義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

募
集
期
間　

３
月
31
日
㈮
ま
で

受
付
口
座　

秋
田
銀
行
お
よ
び
北
都

　

銀
行
各
店
に
義
援
金
専
用
の
振
込

　

用
紙
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
振

　

込
手
数
料
は
無
料
で
す
）

※

郵
便
振
替
で
も
取
り
扱
っ
て
い
ま

　

す
。
詳
し
く
は
郵
便
局
窓
口
ま
で
。

　

ま
た
、
日
本
赤
十
字
社
窓
口
（
福

　

祉
支
援
課
、
総
合
支
所
市
民
福
祉

　

課
）
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
支
援
課　

☎

　

24―

６
３
１
５

65
歳
以
上
の
方
も
雇
用
保
険
に

加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

平
成
29
年
１
月
１
日
か
ら
、
65
歳

以
上
の
方
も
雇
用
保
険
に
加
入
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
事
業
主
の

方
は
、
現
在
雇
用
し
て
い
る
雇
用
保

険
未
加
入
の
65
歳
以
上
の
方
に
つ
い

て
届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
65
歳
以
上
の

方
を
雇
用
す
る
場
合
も
手
続
き
が
必

要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
最
寄
り
の
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
ご
相
談
く
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今月の移動図書館
【本荘】本荘第一病院８階ラウンジ　２月24日㈮　13時～16時
【大内】上川大内出張所・下川大内出張所※
【鳥海】笹子出張所※
※大内・鳥海の施設は毎月１回入れ替えて常設しています。  

○２月の各館行事カレンダー
10時～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

13時30分～

10時30分～

10時30分～

10時30分～

９㈭
23㈭ 中央

中央

中央

11㈯

18㈯

中央

由利

中央

25㈯ 由利

出羽

秋田県よろず支援拠点無
料相談（郷土資料室）

ヨミキカセ・ワールドワ
イド（お話室）

絵本の読み聞かせ　ほか

えほんでこんにちは（お話室） 絵本の読み聞かせ　ほか

専門家によるビジネスの無料相談

民話紙芝居 由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

古典講座（研修室１・２） 芭蕉 蕪村 一茶 と共に歩く～一茶（その一）歌に見る一茶～

由利の民話シリーズ紙芝居上演　ほか

おはなしのへや

民話紙芝居

絵本の読み聞かせ　ほか

おはなし劇場（お話室）

担当：あきた企業活性化センター
秋田県よろず支援拠点

出演：ゆりかごの会

出演：おはなしたんぽぽの会

出演：民話サークル

講師：鈴木 タキ さん

出演：民話サークル

出演：すずめの巣

外国語による絵本の読み聞かせ　ほか 出演：国境なき話し手

（中央）＝中央図書館、（岩城）＝岩城図書館、（由利）＝由利図書館、（出羽）＝出羽伝承館

　鳥海山・飛島ジオパークのテーマは「日本海と大
地がつくる水と命の循環」、エリア内南北に約90㌔
続く海岸線や飛島には海に関係する見どころもたく
さんあります。
　飛島で私がおすすめするのは遊覧船のジオツアー
です。え、遊覧船なんてあったの？と思われる方も
いるかもしれませんね。現在、漁の繁忙時間を除い
て５隻ほどの漁船が遊覧に対応していますし、昨年
からは遊覧専用のモーターボートも営業を開始して
います。勝浦港から館岩を経て、本島の沖１㌔ほど
にある烏帽子群島と御積島（おしゃくじま）をめぐ
る50分ほどのコースはお手軽で満足度満点です。
　勝浦港をつくる「館岩」は粘り気のある流紋岩溶
岩で、波の侵食に耐えた荒々しい景観が広がってい
ます。「烏帽子群島」は鳥海山と同じ安山岩溶岩、
溶岩が冷えて縮まるときにできた「柱状節理」が発

達しています。島では「材木岩」と言われて弘法大
師伝説も伝わっています。本島（69㍍）よりも高い
御積島（77㍍）も流紋岩の島です。御積島の海食洞
窟は龍神が棲むと信じられていて、近隣の漁民や北
前船の乗組員から篤い信仰を集めた聖なる島です。
これらの島をつくった溶岩は今から１０００万年前
後に海底火山から噴出したものだと考えられていま
す。また、本島の北のはずれに浮かぶ「二俣島」は
日本海ができた１５００万年前に噴出した玄武岩溶
岩の島、こちらは島じゅうが柱状節理の断面になっ
ています。
　コンパクトなエリアに変化に富んだ岩石や地形が
見られるのが飛島エリアです。遊覧船を使って
ちょっとディープなジオツアーを堪能してみてはい
かがでしょうか。

御積島の洞窟に船上から参拝

○休館日
中央図書館 14日㈫、27日㈪、28日㈫

岩城図書館 ６日㈪、11日㈯、13日㈪、20日㈪～24日㈮※、
27日㈪　※特別整理期間

由利図書館 11日㈯

西目公民館図書館 13日㈪～15日㈬　※特別整理期間

出羽伝承館 ６日㈪～10日㈮※、13日㈪、20日㈪、27日㈪
※特別整理期間
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㋕カダーレ  ㊥中央公民館  ㋐アクアパル 総合体育館  ㋛シーガル総

ひなのつるし飾り展（～19日）　
　　　　９時～17時（17日13時から、19日16時まで）　㋕

障がい児・者　相談会　13時半～15時半　㋕
LIVE CONFUSED vol.12 VooDoo Hawaiians×鴉 at カダーレ
　　　　　　　　　　　　　　   17時半～　入場料あり　㋕
市民講座「水の中はバリアフリー」　10時～11時半　㊥

新山小吹奏楽部　第15回松ぼっくりコンサート　13時半～　㋕

おとなの社会科　14時～15時半　㋕

鶴舞小　６年生を送る音楽会　９時半～　㋕
古典講座 『一茶（その一）歌に見る一茶』　13時半～15時　㋕

シルバーカレッジ「鳳山学園」　10時～正午　㊥

よしもとお笑いまつり in 由利本荘　18時～　入場料あり　㋕

清徳幼稚園・清徳保育園　発表会　９時半～　㋕
市民健康ウオーキング教室　13時～15時　㋕
はっぴぃさぁくるフリーマーケット★手作りマーケット
　　　　　　　　　　　　合同イベント　９時半～14時半　㋕
名作こども映画会　10時半～　入場料あり　㋕

KADARE 2017 Real Classic　14時～　入場料あり　㋕
鶴舞小　第10回はばたきコンサート　14時～　㋐

第12回由利本荘美術展（～８日）　９時～17時（８日16時まで）　㋕

総総合体育館・メインアリーナ床修繕（～ 3月10日）

平成28年度由利本荘市スポーツ賞表彰式　15時～　㋐
㋕　休館日

㋐　休館日

※催し物の時間など詳しくは各施設にご確認ください。

総㋐　　　休館日

総㋐　　　休館日

㋕　休館日

㋐　休館日

特別企画展示「小島彼誰」
　郷土が生んだ文学者、小島彼誰の生涯を紹
介する企画展示を開催しています。貴重な写
真や記録をこの機会にぜひご覧ください。
時間　第２・４木曜日を除く開館時間中
会場　カダーレ２階　郷土資料室
問い合わせ先　中央図書館　☎２２―４９００

平成28年度　おとなの社会科10時間目
  「金融商品の選び方とリスクについて」
　 「金融商品を活用して資産運用したいけど、
どんな商品があるのか分からない」。そういっ
た方を対象に、基本的な金融商品の知識とリ
スクについて、専門家がお話します。
日時　２月24日㈮　14時～15時半
会場　カダーレ３階　自然科学学習室２
講師　秋田県金融広報委員会
　金融広報アドバイザー　佐藤貞悦さん
定員　40人（参加無料・要申し込み）
申し込み・問い合わせ先
　中央図書館　☎２２―４９００

総

４日　インターバル速歩講演会　10時～正午　㋕
５日　尾崎小吹奏楽部　あしたの風コンサート　13時半～　㋕
　　　出会いに感謝コンサート　13時～　入場料あり　㋐
　　　ビーチバレーボール講習会　正午～ 18時　

　古くから大事にされてきた
おひなさまを市内４地域で展
示します。特産品が当たるス
タンプラリーも同時開催しま
す。詳しくは市観光協会ホー
ムページをご覧ください。
期間　２月11日㈯～４月２日㈰
会場　亀田城佐藤八十八美術館、本荘郷土資
　料館、矢島郷土資料館、修身館、出羽伝承館
問い合わせ先
　市観光協会（観光文化振興課内）
　☎２４―６３４９

由利本荘ひな街道　企画展

◇共済期間　 ４月１日～平成30 年３月31 日
◇加入できる方　 本市に在住し、住民登録
　　している方
◇共済内容
　

◇加入受付場所　生活環境課、各総合支所市
　　民福祉課、出張所、南内越公民館、秋田
　　銀行・北都銀行・ゆうちょ銀行・郵便局・
　　羽後信用金庫・秋田しんせい農協（ほか
　　一部の県内農協）の県内店舗
※詳細は受付場所備え付けの加入申込書、ま
　たは秋田県市町村総合事務組合ホームペー
　ジをご覧ください。
問い合わせ先　 生活環境課 　☎２４―６２
　５４、または各総合支所市民福祉課

平成29年度「交通災害・不慮の災害共済」
２月１日から受付開始

区 分 掛け金

交　通
災　害

300円
 （小学１年
生は無料）

不慮の
災　害

700円

死亡
後遺障害
入院
通院
死亡
後遺障害
入院
通院

100万円
50～100万円
1日2,000円
1日800円
60万円
30～60万円
1日1,100円
対象外

共  済  内  容

第25回高橋宏幸賞感想文・感想画コンクール優秀作品展
高橋宏幸原画展（～３月２日）　９時～17時（23日13時から、３月２日正午まで）　㋕



期日　２月11日㈯
 【やしま冬まつり】
時間　10時～16時　　会場　矢島駅周辺
内容　スノーボートレース大会、雪中た
　から探し、八森城址見学ツアー、地元
　特産品売店、カッポ酒と香川県丸亀市
　の本場讃岐うどんの販売など
◇八森城址見学ツアーに参加される方は
　９日㈭まで実行委員会にお申し込みく
　ださい。
 【天寿酒造　酒蔵開放】
時間　10時～16時（受け付け15時まで）
内容　酒蔵見学、「猿倉人形」上演や朝
　しぼり限定酒、アイガモ鍋、お酒の「福
　箱」販売など
 【佐藤酒造店　酒蔵開放】
時間　10時～15時
内容　酒蔵見学、おひな様展示やしぼり
　たて新酒、鮭の粕汁、清酒ケーキの販
　売など
○ 「由利高原鉄道」無料列車を運行します
　羽後本荘駅発　９時56分・10時46分
　矢島駅発　14時46分・15時50分
問い合わせ先　やしま冬まつり実行委員
　会事務局（矢島総合支所産業課内）　
　☎５５―４９５３

日時　２月11日㈯　10時～14時
会場　道の駅おおうち　ぽぽろっこ内特
　設会場
内容　もちつき大会、鍋まつり、舞踊
　ショー、昔遊び体験、ミニかまくら手
　作り体験
問い合わせ先
　ぽぽろっこ　☎６２―１１２６

　 「道の駅東由利」を会場に、餅つき大
会やちびっこイベントなどを行います。
当日は、ポケモンのキャラクターなどの
雪像が登場するほか、自由に滑れるジャ
ンボ滑り台が設置されます。
日時　２月12日㈰　10時～
会場　 「道の駅東由利」内の特設会場
内容　超神ネイガーと一緒に餅つき大会、
　雪中宝さがし、ピッタシ寒々親子ソリ
　レース、除雪車の乗車体験、スノーモー
　ビル体験、屋台、お楽しみ抽選会
※降雪の状況によっては、一部イベント
　などが実施できない場合もあります。
問い合わせ先　市観光協会東由利支部
　 （東由利総合支所産業課内）　☎６９
　―２１１６

日時　２月13日㈪　14時～16時
会場　カダーレ　会議室１
内容　新卒社会人や学生さんなど初心者
　からベテランまで学べる基本編。
定員　20人（要申し込み・先着順）
参加料　500円（おみやげ付）
申し込み・問い合わせ先
　ワミレスサロン花ren　☎７４―６４００
Ｅメール 　info@karen-wamiles.com

　全日本学生選手権連覇や箱根駅伝区間
賞などの実績を持つ成田道彦さんが講演
を行います。
日時　２月11日㈯　13時～
会場　本荘グランドホテル
入場料　無料（申し込み不要）

講師　成田道彦さん
　 （法政大学前陸上
　部監督現副部長・
　同大専任講師、西
　目農高卒業）

問い合わせ先　協会事務局　小野さん
　☎０９０―７７９３―１０７４
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日時　２月18日㈯　10時～ 15時
会場　鳥海高原南由利原青少年旅行村
内容　雪の滑り台、モービル体験、餅つき、
　雪中宝さがし
問い合わせ先　市観光協会
　 （観光文化振興課内）　☎２４―６３７６

日時　２月20日㈪　13時半～14時半
会場　西目公民館シーガル
定員　30人
講師　秋田民話の会　齋藤みどりさん
申し込み・問い合わせ先
　西目公民館　☎３３―２３１５

　男性向けの料理教室です。調理が簡単
で、おいしいレシピをご紹介します。
日時　２月25日㈯　10時～13時
会場　岩城会館　1階　調理実習室
メニュー　親子丼、いかの酢味噌和え、
　きのこと豆腐の白だしスープ 
対象　男性の方
参加料　５００円（材料費として）
定員　15人（先着順）
持ち物　エプロン、三角巾
申し込み・問い合わせ先　２月22日㈬ま
　で、岩城公民館　☎７３―２４６８

　ビーチボールを使用して誰もが気軽に
出来るスポーツです。ぜひご参加くださ
い。
日時　３月５日㈰　13時半～16時半
会場　亀田体育館
参加料　無料
申し込み・問い合わせ先　
　２月27日㈪　17時まで、
　スポーツ課　☎３２―１３３４

日時　２月13日㈪　10時半～正午
会場　広域行政センター「学習ホール」
演題　 「（仮称）おもちゃ美術館～地域
　資源を活かす」（講師　東京おもちゃ
　美術館 　多田千尋館長）
問い合わせ先　保育園民営化・地域資源
　を活用した遊び推進事務局　☎２４―
　６３１２

㈯
／２ １１

㈯
／２ １１

㈪
／２ １３

㈯
／２ １１

㈰
／２ １２

㈪
／２ ２０

㈯
／２ １８

㈯
／２ ２５

㈪
／２ １３
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大きな雪像が皆さんを出迎えます!
 （写真は昨年の開催時）

㈰
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•入院や外来受診について　　
•医療費や生活費について　　
•介護保険や障害年金などの福祉制度の手続きについて
•その他、生活上で困っていることについて

　当院では、１人１人のケースに沿って対応し、退院支援を行って
います。また、退院時にはご家族やケアマネージャーと連絡をとり、
必要に応じて、デイケアや精神科訪問看護、障害者自立支援センターの利用をすすめたり、施設入所などの
相談も行っています。
　これからも患者様や家族に寄り添う気持ちを忘れずに、支援を続けていきたいと思っています。

　精神保健福祉士の役割は入院前の面接から始まり、通院中や入院中の患者様が安心して治療できるよう、
困りごとや退院後の生活の相談まで含めて支援しています。
　次のようなことでお悩みの方はお気軽にご相談ください。

精神保健福祉士  伊藤 鈴子

問い合わせ先：地域包括支援センター　☎２４－６３２４

地域包括ケア ～ 最期まで安心して暮らし続ける地域づくり ～

高齢者の総合相談窓口

田中　ヨシさん

菅原　満子さん

相田　賢一さん

佐藤　英子さん

小松ミヨノさん

小松　　甫さん

佐藤　チヤさん

植田ハルヨさん

土田　トミさん

三浦　スミさん

吉田　　忠さん

（鶴沼・87歳）

（小人町・62歳）

（松ヶ崎・81歳）

（石脇・85歳）

（館前・98歳）

（万願寺・88歳）

（岩渕下・91歳）

（矢島町七日町・88歳）

（矢島町矢島町・97歳）

（岩城内道川・88歳）

（岩城赤平・72歳）

小野　　隆さん

尾留川フヂさん

戸田　シゲさん

熊谷　善久さん

小濱カツエさん

正木　富雄さん

佐藤　貞雄さん

髙野金次郎さん

堀　サダ子さん

進藤　ナツさん

松永テツヱさん

（岩城勝手・81歳）

（前郷・85歳）

（川西・90歳）

（南福田・88歳）

（前郷・87歳）

（黒沢・93歳）

（岩谷町・85歳）

（葛岡・96歳）

（岩谷町・90歳）

（岩谷麓・86歳）

（新沢・67歳）

石井　英二さん

大塚　昭一さん

小松　キミさん

佐々木一郎さん

遠藤　ユリさん

嶽石　文男さん

佐々木德三郎さん

鈴木　朝見さん

三舩　寅吉さん

黒木　良和さん

（岩谷町・84歳）

（東由利黒渕・81歳）

（東由利法内・90歳）

（東由利宿・90歳）

（東由利舘合・93歳）

（東由利舘合・90歳）

（西目町海士剝・93歳）

（鳥海町伏見・83歳）

（鳥海町上川内・89歳）

（鳥海町上川内・65歳）

小松　昭作さん

佐藤　京子さん

早川　次男さん

髙野スミ子さん

佐々木光好さん

渡邉　ナミさん

石川ハナ子さん

尾森さと子さん

嵯峨　　忠さん

博田　ユミさん

田中　トセさん

（薬師堂・89歳）

（砂子下・83歳）

（大浦・84歳）

（石脇・86歳）

（松ヶ崎・86歳）

（水林・91歳）

（石脇・90歳）

（畑谷・96歳）

（二番堰・76歳）

（谷地町・93歳）

（石脇・103歳）

<１月１日～ 15日受け付け分>

佐々木琉愛ちゃん（秀人さん）石脇

小林　夢來ちゃん（真冴也さん）土谷

菅原　澄穏ちゃん（賢太郎さん）薬師堂

<１月１日～ 15日受け付け分>

る   な

み   く

すおん

古村　瑠唯ちゃん（雄彦さん）東梵天

大八木陽琉ちゃん（雅之さん）葛法

村上　琴音ちゃん（正幸さん）石脇

  る   い

 あたる

こと ね

畠山　真帆ちゃん（  健  さん）東由利蔵

高橋　　陸ちゃん（弘一さん）西目町沼田

ま　ほ

     りく

「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課
（または総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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　インターバル速歩は「早歩き」と「ゆっくり歩き」を繰り返す
ウオーキング法で、「誰でも・どこでも・気軽に」できる、中高
年代の方にもおススメの運動法です。インターバル速歩を継続実
践すると「筋力・持久力の向上」「骨密度の増加」「高血糖など生

活習慣病のリスク改善」に効果があることが、これまでに実証さ
れています。今年度は信州大学と共同で「認知機能の改善効果の
実証研究」を行っています。これからの体づくりのために、イン
ターバル速歩について学び、チャレンジしてみましょう!

インターバル速歩、  はじめませんか？

インターバル速歩講演会 インターバル速歩  春の体験会
　インターバル速歩の主唱者である信州大学の能勢博教授を
講師にお招きし、研究の成果を解説していただきます。
日時　３月４日（土）10時～正午
会場　カダーレ１階　ギャラリー
　参加無料、申し込み不要
※カダーレ西口付近では当日９時～ 13時、インターバル速歩
　関連の展示や認知機能チェックタッチパネルの展示なども
　行います。ご友人などとお誘い合わせの上、ぜひご来場く
　ださい。

日時　①２月24日（金）　②３月９日（木）
　　　いずれも14時～ 16時（受け付け13時半～）
会場　市コミュニティ体育館
定員　各30人
持ち物　動きやすい服装、内ズック、タオル、水分補給用
　　　　の飲み物
参加料　無料
申し込み　２月17日（金）まで、健康管理課へ
※お申し込み時、 ①または②の希望日をお知らせください。

　ノロウイルスは、冬季に流行する感染性胃腸炎の原因となるウイルスです。主に人の手や食品から感染し、嘔吐、下痢、腹痛、
発熱などの症状が２～ 3日続きます。感染力が非常に強く、子どもや高齢者は重症化することもあるので特に注意が必要です。
　感染が疑われる場合は、医療機関に相談しましょう。

ノロウイルスによる感染性胃腸炎に注意!

 予防と対策のポイント

　家庭用の塩素系漂白剤を水で薄めて「塩素消毒液」を作ります。
　濃度によって効果に差が出ますので、正しく量りましょう。
　○食器、ドアノブの消毒や拭き取り → 水３㍑に漂白剤10㍉㍑
　※漂白剤の「使用上の注意」をよく確認してから使用してくだ
　　さい。

１．しっかり手洗い
　　　帰宅時、調理前、食事前、トイレ後に、流水と石けんで十分に手を
　　洗う。
２．食品の十分な加熱
　　　食品を加熱する際は、中心までしっかり火が通るように調理する。
　　　特に二枚貝（カキ・アサリなど）は中心温度85～90度で90秒以上
　　加熱する。
３．調理器具の消毒
　　　まな板、ふきんなどはよく洗い、熱湯や塩素系漂白剤で消毒する。
４．吐物などの処理
　　　使い捨ての手袋やマスクをつけ、速やかにタオルやペーパータオル
　　で処理する。拭き取りに使用したタオルなどは、ポリ袋に密閉して廃
　　棄する。その後、塩素系漂白剤で消毒する。

※原則として、全血献血で400ml献血をお願いしております
～ ご協力ください ～２月 献血日程

 　     ５日㈰　 佐藤　利秋
　　11日㈯　 三浦　　忍
　　12日㈰　 嵯峨　泰治
　　19日㈰　 前原巳知夫
　　26日㈰　 村田　　誠

内科・小児科
休日応急診療所
内科・小児科
休日応急診療所

２月の予定当番医師

７日（火）

22日（水）

実施場所受付時間
ＴＤＫ由利本荘（株）本荘

本荘第一病院
ＪＡ秋田しんせい本店
   小林工業（株）

9:30 ～ 10:30
15:00 ～ 16:00
9:30 ～ 11:00
14:30 ～ 16:00

日 由利本荘市堤脇45番地

　　本荘由利広域休日応急診療
　　所（☎24－3917）、平日は健
　　康管理課（☎22－1834）

問
【持ち物】保険証、お薬手帳

診療時間：10時～16時
（受付時間：15時半まで）

流水で手を洗う 洗浄剤を手に
取る

手のひら、
指の腹面を洗う

指先を洗う 手首を洗う（内
側・側面・外側）

洗浄剤を十分な
流水でよく洗い
流す

手をふき乾燥さ
せる

アルコールによ
る消毒

手の甲、
指の背を洗う

指の間（側面）、股
（付け根）を洗う

親指と親指の付
け根のふくらん
だ部分を洗う

10 11

７ ８ ９

４ ５ ６

１ ２ ３

２度洗いが効果的
です!
2～9までの手順を
くり返し2度洗いで
菌やウイルスを洗い
流しましょう。

▶▶催し・おしらせ
■マタニティ栄養教室
　妊娠中も健康的な食事が大切です。
教室への参加者を募集しています。
日時　３月４日（土）９時半～正午
　　　（受け付け９時20分～）
会場　本荘保健センター
内容　管理栄養士による講話と調理実
　　　習「妊娠中の食事について」
持ち物　母子健康手帳、エプロン、
　　　　三角巾
申し込み　２月24日（金）まで、
　　　　　健康管理課へ

■こころの相談日
　無料で臨床心理士とお話できます。
家族のことや仕事のこと、子育てや学
校生活についてなど、お困りのことを
気軽にご相談ください。
開催日　２月17日（金）
相談時間　10時～10時45分、11時～
　11時45分、13時半～14時15分
　※１人45分・予約制です
会場　本荘保健センター
申し込み　２月10日（金）まで、
　　　　　健康管理課へ

■由利組合総合病院「サロンおひさま」
　がんを経験した方やその家族、関心
のある方のためのサロンです。
開催日　２月14日（火）
内容・時間　緩和ケア認定看護師によ
　る学習会「緩和ケアって？～ がんと
　共に生きる ～」 （11時～ 11時半）、　
　茶話会 （13時半～15時）
会場　由利組合総合病院がん相談支援
　センター（１階新患受付向かい）
問　由利組合総合病院がん相談支援セ
　ンター　☎２７－１２００

■湯ったりほのぼの教室
　どなたでも気軽にお越しください。
日時　２月23日（木）９時半～11時
会場　鶴舞温泉　中広間
内容　健康相談・血圧測定（９時半～
　10時）、体操「こころもからだもイ
　キイキお元気に♪」（10時～11時）
※タオルをお持ちください

■本荘第一病院　がん大学
　がん患者やその家族の方、がんにつ
いて勉強したい方、どなたでも歓迎し
ます。
日時　３月18日（土）10時～11時
会場　本荘第一病院８階研修ホール
講師　本荘第一病院外科部長　柴田聡
申し込み　本荘第一病院秘書課
　　　佐藤・三浦　☎２２－０１１１

◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内
☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
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寒さを吹き飛ばして、今年も元気に!寒さを吹き飛ばして、今年も元気に!寒さを吹き飛ばして、今年も元気に!

「
行
く
ぞ―

!
」
み
ん
な
で
気
合
い
を
入
れ
る
若
衆

　
　
　
　
　
　
　
（
１
月
15
日
・
新
山
神
社
裸
ま
い
り
で
）

受付時間実施日 対象地域 事　業　名 対　　象　　者 実施場所
13:00 ～ 13:15
13:00 ～ 13:30

13:00 ～ 13:15

13:00 ～ 13:15
13:00 ～ 13:30
13:00 ～ 13:30
13:00 ～ 13:30
13:00 ～ 13:30

13:00 ～ 13:15

１日（水）
６日（月）

８日（水）

９日（木）
14日（火）
15日（水）
21日（火）
22日（水）

28日（火）

岩城・大内
本荘・西目

岩城・大内
本荘・西目
本荘・西目
本荘・西目
本荘・西目

４・７・10カ月児健診
2歳児歯科健診

２歳児歯科健診

１歳６カ月児健診
３歳児健診
10カ月児健診
４カ月児健診
１歳６カ月児健診

４・７・10カ月児健診

平成28年３月・６月・９月生まれ
平成26年11月生まれ

平成26年７月・８月・９月生まれ

平成27年５月・６月・７月生まれ
平成25年８月生まれ
平成28年４月生まれ
平成28年10月生まれ
平成27年７月生まれ

平成28年４月・７月・10月生まれ

岩城保健センター
本荘保健センター

善隣館

岩城保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター
本荘保健センター

善隣館

由利・東由利
矢島・鳥海

由利・東由利
矢島・鳥海
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市
民
交
流
サ
ロ
ン
は
、
市
に
お
住
ま
い
の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
自
慢
の
ス
ポ
ッ
ト
、
お
い
し
い
逸
品
、
お
知
り

合
い
の
情
報
な
ど
を
、
広
報
課
（
☎
24
ー
６
２
３
６
）
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。   ※

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
と
電
子
メ
ー
ル
の
ア
ド
レ
ス
は
巻
末
に
記
載
。

!

　

小
さ
い
頃
か
ら
も
の
づ
く
り
が
大

好
き
な
佐
々
木
さ
ん
。
デ
ザ
イ
ン
の

専
門
学
校
に
進
み
、
木
工
会
社
で
の

勤
務
を
経
て
、
５
年
ほ
ど
前
に
、
家

具
デ
ザ
イ
ン
と
製
作
を
行
う
「
ｆ
ｕ

ｕ
ｕ
ｋ
ｅ
ｉ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。

　

木
工
に
取
り
組
む
中
で
佐
々
木
さ

ん
が
最
も
魅
力
を
感
じ
て
い
る
の
は

「
デ
ザ
イ
ン
」
の
部
分
。「
職
人
な

ら
加
工
は
あ
る
程
度
誰
で
も
で
き
る

け
ど
、
デ
ザ
イ
ン
は
そ
う
は
い
か
な

い
。
一
番
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
出
せ

る
部
分
な
の
で
、
注
目
し
て
も
ら
え

た
ら
」
と
話
し
ま
す
。
個
人
の
お
客

さ
ん
か
ら
は
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
注
文

を
も
ら
う
こ
と
も
あ
る
た
め
、
納
品

の
時
は
毎
回
と
て
も
緊
張
し
て
し
ま

い
ま
す
が
、
喜
ん
で
く
れ
た
顔
を
見

る
の
が
何
よ
り
う
れ
し
い
瞬
間
。

　

 「
例
え
ば
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム
は
百

円
シ
ョ
ッ
プ
で
も
買
え
る
時
代
な
の

に
、
わ
ざ
わ
ざ
自
分
に
注
文
し
て
く

れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
ん
で
す
。
だ

か
ら
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の

を
し
っ
か
り
作
ら
な
い
と
」
と
真
摯

に
仕
事
に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

佐
々
木
さ
ん
は
今
、
自
分
の
機
械

と
技
術
で
で
き
る
も
の
は
な
ん
で
も

請
け
負
っ
て
い
て
、
家
庭
用
の
テ
ー

ブ
ル
な
ど
の
家
具
、
ス
プ
ー
ン
な
ど

の
カ
ト
ラ
リ
ー
の
ほ
か
、
店
舗
用
家

具
類
の
注
文
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

 「
い
ろ
い
ろ
作
っ
て
い
る
と
自
分
の

技
が
広
が
っ
て
き
て
、
そ
う
す
る
と

作
っ
て
み
た
い
も
の
も
ま
た
増
え
て

く
る
」
と
創
作
意
欲
が
衰
え
ま
せ
ん
。

　

佐
々
木
さ
ん
が
目
指
す
の
は
、日
々

の
暮
ら
し
が
「
す
こ
し
だ
け
」
楽
し

く
な
る
デ
ザ
イ
ン
、 「
す
こ
し
だ
け
」

幸
せ
に
な
る
製
品
。
こ
れ
か
ら
も
、

お
客
さ
ん
の
生
活
が
よ
り
充
実
す
る

よ
う
な
も
の
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

き
ま
す
。

　

年
明
け
恒
例
の
本
荘
凧
あ
げ
大
会

が
、
１
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
す
る
の
は
「
本
荘
凧
の
会
」。

会
員
は
現
在
10
人
で
す
。
会
長
の

佐
々
木
修
一
さ
ん（
71
歳
・
下
大
野
）

は
「
凧
揚
げ
を
す
る
人
が
少
な
く

な
っ
た
け
ど
、
揚
げ
て
み
れ
ば
楽
し

さ
が
わ
か
る
と
思
う
。
少
し
で
も
興

味
の
あ
る
人
に
は
ど
ん
ど
ん
広
め
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

同
会
で
は
小
学
校
や
福
祉
施
設
、

市
内
の
町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
に

出
向
い
て
凧
の
作
り
方
や
揚
げ
方
を

教
え
て
い
て
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の

反
応
は
上
々
だ
そ
う
。
子
ど
も
会
を

き
っ
か
け
に
凧
の
楽
し
さ
を
知
っ
た

と
い
う
伊
藤
環
さ
ん
（
11
歳
・
西
梵

天
）
は
毎
年
大
会
に
も
参
加
。
今
年

は
風
が
弱
く
凧
が
揚
が
り
に
く
い
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
そ
れ
で

も
凧
を
揚
げ
よ
う
と
す
る
熱
意
が
評

価
さ
れ
、
大
会
の
最
高
賞
に
輝
き
ま

し
た
。「
や
っ
ぱ
り
高
く
揚
が
る
時

が
楽
し
い
。
今
度
は
ご
て
ん
ま
り
を

描
い
た
凧
を
作
り
た
い
」
と
目
を
輝

か
せ
ま
し
た
。

　　

大
会
で
は
、
凧
の
絵
柄
や
高
さ
、

安
定
感
な
ど
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
年
は
風
の
影
響
で
苦
戦
す
る

参
加
者
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
早
い
段
階
で
上
空
の
風
を

と
ら
え
た
池
田
甚
一
さ
ん
（
71
歳
・

石
脇
）
は
「
風
に
乗
せ
る
ま
で
は
難

儀
し
た
が
、
揚
が
っ
て
良
か
っ
た
。

全
国
の
凧
の
大
会
を
回
っ
て
い
る
け

ど
、
年
明
け
最
初
は
い
つ
も
こ
こ
。

楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
空
を
舞
う

お
手
製
の
凧
に
目
を
細
め
ま
し
た
。

　

世
代
を
超
え
て
み
ん
な
で
楽
し
め

る
凧
。
大
人
は
童
心
に
返
っ
て
、
子

ど
も
は
新
た
な
気
持
ち
で
、
昔
な
が

ら
の
娯
楽
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？

佐々木さんがデザイン・製作
した椅子。シンプルながら美
しい曲線が印象的。

最高賞の伊藤さん

本
荘
凧
の
会
・
佐
々
木
会
長

 
「
興
味
の
あ
る
人
、
お
待
ち
し
て
ま
す
」 

ま
い
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ちょっとひといき・・・

じ
ょ
う
」
ど
の
ペ
ー
ジ
も
毎
回

楽
し
く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
今
年
の
１
月
１
日
号
に

は
な
ん
と
、
栄
光
の
ペ
ー
ジ
に

孫
が
載
っ
て
ま
し
た
!　

孫
が

自
分
か
ら
進
ん
で
始
め
た
ス

ポ
ー
ツ
。
昨
年
私
も
初
め
て
試

合
観
戦
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
う
真
剣
な
姿
に
感

動
し
、
表
彰
台
に
立
て
た
喜
び

に
涙
し
て
き
ま
し
た
。「
今
年

も
頑
張
れ
」
の
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
鈴
木
さ
ん
・
65
歳
・
本
荘
地
域
）

い
事
は
個
人
的
な
も
の
を
思

い
浮
か
べ
が
ち
で
す
が
、
こ

の
時
期
に
限
っ
て
は
「
頑
張
っ
た

受
験
生
み
ん
な
が
報
わ
れ
る
と
い

い
な
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。

る
こ
と
は
自
分
に
も
他
人
に

も
幸
せ
な
こ
と
。
祈
り
の
効

果
は
科
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
今
年
も
良
き
年
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
!

式
高
い
行
進
を
出
初
め
式
で

披
露
し
た
消
防
団
。
全
国
的

に
団
員
確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
域
全
体
で
消
防
団
を
支

え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

図
を
交
わ
す
こ
と
が
少
な
く

な
っ
た
と
感
じ
る
昨
今
で
す

が
、
楽
し
さ
や
親
愛
を
意
味
す
る

ピ
ー
ス
サ
イ
ン
は
表
紙
の
と
お
り

健
在
。
受
験
生
の
皆
さ
ん
が
勝
利

の
Ｖ
サ
イ
ン
で
「
学
業
成
就
」
の

春
を
つ
か
め
ま
す
よ
う
に
。

願祈格合

（
蔵
）

（
さ
）

（
高
橋
）

◆
ど
こ
の
家
庭
に
も
あ
る
身
近

な
食
材
、
納
豆
と
エ
ノ
キ
タ
ケ

に
は
免
疫
力
を
高
め
る
効
果
が

あ
る
と
か
。
今
流
行
し
て
い
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
「
食
べ
て

予
防
す
る
ほ
か
、
外
出
時
に
は

マ
ス
ク
、
帰
宅
し
た
ら
う
が
い

と
手
洗
い
を
し
て
こ
の
冬
を
乗

り
越
え
ま
し
ょ
う
。

（
畑
山
さ
ん
・
66
歳
・
東
由
利
地
域
）

◆
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。「
広
報
ゆ
り
ほ
ん

　

市
仕
事
づ
く
り
課
で
は
移
住

を
検
討
し
て
い
る
方
の
参
考
に

し
て
も
ら
お
う
と
、
こ
の
ほ
ど

移
住
・
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク「
由

利
本
荘
で
、
暮
ら
そ
う
。」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

10
ペ
ー
ジ
で
構
成
さ
れ
る
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
の
中
で
は
、「
な

ぜ
移
住
し
た
い
の
か
、
移
住
後

は
何
を
し
た
い
の
か
を
明
確
に

す
る
こ
と
」「
情
報
を
き
ち
ん

と
集
め
る
こ
と
」
な
ど
、
移
住

を
検
討
し
て
い
る
人
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る

ほ
か
、
表
紙
を
飾
る
岡
本
雄
さ

ん
・
輝
実
さ
ん
夫
妻
（
平
岫
）

を
含
む
３
組
の
移
住
者
の
実
際

の
体
験
談
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。
岡
本
さ
ん
夫
妻
は
「
近
所

の
人
が
歓
迎
し
て
く
れ
て
、
自

分
た
ち
ら
し
い
時
間
の
使
い
方

も
で
き
て
、
私
た
ち
は
本
当
に

来
て
良
か
っ
た
。
後
悔
し
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
す
」
と
う
れ

し
い
コ
メ
ン
ト
を
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
興
味
の
あ

る
方
、
由
利
本
荘
へ
の
移
住
を

考
え
て
い
る
お
知
り
合
い
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
は
、
ぜ
ひ
仕
事

づ
く
り
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
24
ー
６
２
４
７

ガイドブックを手にほほえむ岡本さん夫妻

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　ともに大内地域在住の「木工舎つき
のわ」岡本雄さんと「fuuukei」佐々木
貴充さんの作品が並ぶ展示会が開かれ
ています。２人の感性が光る木工の家
具や食器の数々をぜひご覧ください。

木工舎つきのわ／ｆｕｕｕｋｅｉ
二 人 展

期間：～２月５日（日）９時半～ 17時
会場：秋田ふるさと村 工芸展示館（横手市）

入場無料

移
住
・
定
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

    「
由
利
本
荘
で
、
暮
ら
そ
う
。」
で
き
ま
し
た

」


